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テ
」めじは

心合寺山古墳は、八尾市域の東に連なる生駒山系の西麓に築かれた北・中河内最大の前方

後円墳であります。昭和 41年 には、国の史跡に指定されました。

八尾市教育委員会では、この心合寺山古墳を市民の方々をはじめ、多 くの人々に親しまれ

る場 として保存整備を計るために、平成 3年度から継続 して基礎発掘調査を行い、史跡整備の

基本構想の策定を行 うなどの準備作業を行ってまいりました。

平成 9年度からは、いよいよ本体整備のための発掘調査を、文化庁の国庫補助事業 として

開始いたしました。その結果、心合寺山古墳の墳丘の少な くとも西側については、 3段で築造

されていること、墳丘長が 160m以 上になることが判明するなど、大きな成果を収めること
力Sで きました。

そして、本年度 (平成 10年度)は、第 6次発掘調査 として、前方部及び後円部の墳頂平坦

面の調査を行いました。前方部では後円部に向かって伸びる円筒埴輪列と全国的にも希な方形

壇状遺構を検出し、後円部では主体部に関連すると考えられる墓獲 と埋葬施設の位置 。構造等

を確認するという成果が得られました。本書は、これらの調査成果の概要を「八尾市文化財紀

要 9」 としてとりまとめたものです。今後、心合寺山古墳の貴重な学術的な価値を多 くの人々

に知っていただ く一助 となれば幸いに存じます。

末筆 となりましたが、発掘調査を進めるにあた りましては、地元の方々をはじめとする市

民の皆様方、史跡整備委員の諸先生をはじめ、関係各位からの多大なご助力、ご指導を賜 りま

した。心より厚 く御礼申し上げます。

平成 11年 3月
八尾市教育委員会

教育長  西谷信次



[例 言 ]

1.本書は、平成 10年度に八尾市教育委員会が、大阪府八尾市大竹に所在する国史跡心合寺山

古墳において行つた史跡整備に伴 う発掘調査 (第 6次)の概報を八尾市文化財紀要 9と して刊

行するものである。

2.第 6次発掘調査は、八尾市教育委員会文化財課 技師 藤井淳弘が担当し、 1998年 7月

1日 に着手し、同年 10月 30日 に終了した。

3。 現地調査にあたっては、下記の心合寺山古墳史跡整備委員の御指導をいただいた。

村川行弘  大阪経済法科大学 総合科学研究所長 教養学部 教授
堅田 直  帝塚山大学 名誉教授
和田晴吾  立命館大学 文学部教授
井藤 徹  (財)大阪府文化財調査研究センター 調査部長
加藤允彦  奈良国立文化財研究所 埋蔵文化財センター 保存工学研究室長

(順不同・敬称略 )

4.現地調査及び本書の作成にあたっては、下記の諸氏の参加・協力を得た。

調査作業員)井上尚樹・川村一吉・佐々木重紀・芝山和夫 。下山保・成哲・竹田正孝

辻理・西仲茂・松本弘・山口修 。山本音次郎・吉岡秋夫

調査補助員)明石信行・加茂靖通・島田拓 。関真―・高橋尚子・灰藤秀樹 。日高智隆

福田絵里子・藤中貴子・藤藪勝則 。松尾実・山本陵子・横山妙子

5。 第4章に奥田尚氏 (八尾市立曙川小学校教諭)から玉稿を賜った。記して感謝の意を表します。

6。 本書の執筆・編集は藤井が行つた。
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第 1章 調査の目的と経過

1.心合寺山古墳の歴史的環境と既往の調査
大阪府八尾市大竹に所在する心合寺山古墳は、全長約 160mの 前方後円墳である。八尾市
域の北東部の生駒山地西麓の扇状地先端部に位置している。南北方向に墳丘主軸を揃え、前方

部が北側に、後円部が南側になり、西下が りの緩やかな傾斜地に造営されている。現況では、

2段築成の墳丘であるが、平成 9年度の西側 くびれ部の発掘調査により、墳丘西側部分に関し

ては、 3段築成になることが明らかになっている [八尾市教育委員会 1998]。 古墳の築造さ

れた時期は、古墳時代中期と考えられ、この時期の中河内周辺を代表する有力首長墓である。

当古墳の近隣東方の山麓側には、西ノ山古墳、花岡山古墳、向山古墳といった心合寺山古墳

よりも前代の前方後円墳 (古墳時代前期)が分布している。また、西方には鏡塚古墳、南東部
には愛宕塚古墳といった心合寺山古墳の後の時代 (古墳時代中期～後期末)の古墳も周辺に分

布している [八尾市史編集委員会 1988]。 心合寺山古墳を中心としたこの地域では、特に古

墳時代前期から中期にかけて前方後円墳が築造され続けており、これらを合めて『楽音寺 。大

竹古墳群』が形成されている [第 1図 参照]。
心合寺山古墳は、北河内及び中河内地域を含めて、最大の前方後円墳である。そして、昭和

41年 2月 には、国の史跡に指定された。平成 4年度からは、八尾市教育委員会により史跡整備

のための墳丘及び周濠部分の発掘調査が開始された。平成 9年度までに 5次にわたる調査が行

われ、心合寺山古墳の保存・活用を目的として史跡整備にむけた古墳の基礎資料が得られてい

る。また、それ以前にも古墳及びその周辺域が、市教委、(財)八尾市文化財調査研究会により調

査が行われている。これらの発掘調査の経緯・成果は、基礎発掘調査報告書 [八尾市教育委員

会 1996]や第 5次発掘調査概報 [八尾市教育委員会 1998]に詳しくまとめられている。

1＼ r.

1 図 心合寺山古墳周辺図 (1/80_00)

向山古墳



2.今回の調査の経過
平成 10年度は、心合寺山古墳の第 6次発掘調査として、前方部及び後円部墳頂部の平坦面

について調査を行うこととなった [写真 1・ 2]。 調査は、埴輪列及び埋葬施設の位置等の確

認を目的とした。調査面積は、約 510� を測る [第 2図 参照 ]

第 6次発掘調査は、発掘調査に先立ち、予備調査として八尾市史跡整備委員である堅田直教

授のご指導により電気探査を実施した [写真 3・ 4]。 墳丘平坦面を中心にしてほば墳丘全域

にわたつて探査を行い、墳丘下 lm～ 3mの状況等についての把握を目的とした。

発掘調査は、 1998年 7月 1日 から開始 し、埋め戻 し等を合めて 10月 30日 までの約 4ヶ

月間行つた。そして、後円部から調査を開始し、また前方部についてもほぼ同時併行で調査を

行つた。

前方部平坦面では、第 1次調査 [八尾市教育委員会 1988]で検出した前方部端部の南北方

向及び東西方向の埴輪列の延長 となる、後円部へと続 く南北方向の埴輪列を約 30m(約 95

個体)に もわたって検出した。その埴輪列の内側には葺石による方形壇状遺構の一部を検出

し、前方部の役割を考える上で貴重な資料 となった。

後円部墳頂部の西側には、近現代に建てられたコンクリートの基礎による建物 (小屋)があ

り、またその内側には約2.5m四方の大きな撹乱坑があるなど、墳丘面はかなりの撹乱・削平

を受けており、埴輪列等の遺構は検出できなかつた。しかし、地表下約0.6～ 0,7m付近にお

いて、東西方向に並んだ粘土榔状の埋葬施設を 3基確認した。また、それに伴う墓墳を確認し

ている。

そして、 9月 26日 には現地説明会を行い、小雨の中、約 230名 の参加者を得た。

写真 1 前方部から後円部を望む (調査前 ) 写真 2 後円部から前方部を望む (調査前)

写真 3 電気探査風景 (その 1) 写真4 電気探査風景 (その 2)
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第 2章 第 6次発掘調査の概要

1.前方部の調査概要
前方部墳頂平坦面の墳丘中軸想定ラインから主に西側部分を中心にして、約 360� の範囲
で調査を行った。第 1次調査で検出した埴輪列の延長とその内側の状況について明らかにする

ことを目的とした。また、埴輪列の延長を確認するために 3ヵ 所の拡張区を設定した (南より
「a区」、 「b区」、 「c区」と呼称)。

そして、現地表面から約0.3～ 0.4m前後で、平坦面の南西端部から西側にかけて、南北方
向の埴輪列を検出し、その内側中央部では方形壇状遺構の一部を検出した。しかしヽ平坦面の

東側については、特に畑地として使用されるなど後世の利用等により撹乱が激しいために、墳

丘が大きく削平されていた。そのため、今回の調査でも方形壇状遺構の東側・南側部分及び東

側の埴輪列等は確認できなかった。さらに、流入土中や埴輪列付近から土師器、黒色土器、

瓦、瓦器等の破片は少量ながら出土しているものの、 「ッb合寺」跡関連や後世の古墳利用を示

す遺構等は検出できなかった。

1)南北埴輪列  [写真 5～ 14]

埴輪列について : 前方部墳頂平坦面は、端部に並べられた円筒埴輪により区画されている
ことが明らかになった。今回検出した平坦面西側の埴輪列は、第 1次調査で検出した平坦面南

端の東西方向の埴輪列が西端で屈曲したのち、南北方向に続 く。前方部から後円部に向かって

続 くもので、今回の検出長は約 30mにわたる。
この埴輪列は、拡張区の a区までは検出しているものの、 b区 。c区以降では墳丘の削平が

著 しい。そのため、

b区 では 1個体分の

円筒埴輪の基底部の

一部のみが残 り、 c

区 で は検 出 で きな

かった。前方部平坦

面から後円部墳頂平坦

面へと埴輪列が続 く可

能性は高いものの、今

回の調査では明らかに

できなかった。

前方部平坦面 にお

いては、今回調査範

囲外 となった東側の

埴 輪 列 を想 定 す る

と、平坦面に沿って

台形状に円筒埴輪が

並べ られていたこと

が予想される。

写真 5 前方部調査区を上空より望む (東から)



出土状況について : 個体数にして約95個体の円筒埴輸のほとんどが原位置を保ち、近接
して並べられていた。埴輸の基底部と最下段は残存していたものが多い。平坦面南端では、墳

丘の西側斜面方向に、ほとんどが倒れ込んでおり、さらに埴輪の掘り方の埋土等は流出してい

た [写真 11]。 ただし、後円部側 (北方)に行 くにつれて、埴輪はほぼ直立した状態で出土

している。一部掘 り方も確認している。

そして、前方部端の東西埴輪列から今回検出した北端の円筒埴輪までの比高差は、約 2mを

測り、前方部平坦面は後円部に向かって緩やかなスロープ状に下がっていくことがわかる。

埴輪配列について : 埴輪列中には、円筒埴輪以外に朝顔形埴輪を配置していたことが明ら
かになった。また、埴輸列内側に朝顔形埴輪の笠部が転落しているのが見られた。その配列を

復元すると、約 10本の円筒埴輪を並べるごとに朝顔形埴輪を一本置く。そして、円筒埴輪を

1本～ 2本はさんでさらに朝顔形埴輪を一本置いていたと考えられる。ただし、円筒埴輪と朝

顔形埴輪との詳しい配置の規則性については、今後の検討が必要である。また、壺形埴輪の配

置については、明らかにできなかった。

さらに、埴輪列の外側には、列中で使用されている円筒埴輪よりも大型の円筒埴輸 (直径約

30cm以上 :口縁部に貼付突帯を持つ)を約4.5mお きに配置している。その近辺から蓋形埴

輪の笠部や立ち飾 りの破片等が出土していることから [写真 12]、 この円筒埴輪の上部に

は、蓋形埴輪が載せられていたと考えられる。

前方部平坦面の埴輪列中及びその内側には、蓋形埴輪以外の盾形 。家形等その他の形象埴輪

の破片は確認できず、これらの使用状況は明らかにできなかった。

写真 6 前方部調査風景 (その 1) 写真 7 前方部調査風景 (その 2)

写真 8 埴輪列検出状況 (その 1) 写真 9 埴輪列検出状況 (そ の 2)
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写真 10 埴輪列検出状況 (その 3) 写真 H 埴輪列検出状況 (その4)

写真 12 大型円筒埴輪と蓋形埴輪 写真 13 蓋形埴輪立ち飾 り出土状況

また、埴輪列の内側には、方形壇状遺構があり、またそれを囲む方形区画等による新たな埴

輪列は確認できなかった。

円筒埴輪について : 今回検出した南北埴輪列では、直径約 20cm前後の円筒埴輪が主に

使用されていた。また、一部の埴輪の外面に赤色顔料を塗布していた痕跡を確認している。な

お、今回出上した埴輪については、現在整理段階にあるため、一部の特徴的なものについての

記述になる。

個体差はあるものの外面調整は、ほとんどがB種ヨコハケを主体としており、一部にタテハ

ケのみのものが見られる。焼成は、黒斑が見られ、野焼きである。スカシは、円形を基本とし

ているが、方形、半円形のものが一部存在する。タガについては、ほとんどの円筒埴輪が台形

状もしくはやや偏平な台形状を呈しているが、わずかに突出した方形のタガを持つもののが見

られた。器高については、不明であなが、少なくとも三条以上の突帯を持つ。

これらの特徴から、心合寺山古墳の前方部墳頂平坦面で使用された円筒埴輪は、既往の調査

と同様に川西編年のⅢ期であることがわかる。

形象埴輪について : 前方部平坦面の形象埴輪で内容が明らかな蓋形埴輪については、その

立ち飾 り部分の飾 り板の文様に、無紋のものと線刻を施すもの [写真 13]と の 2種類がある

ことがわかっている。また、蓋の笠部に関しては、既往の調査では笠縁に線刻等を施すものを

確認しているが、今回の調査ではこれまでのところ無紋のものしか確認できなかつた。
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2)方形壇状遺構  [写真 15～ 19]

規模と特徴 : 前方部平坦面の南端ほぼ中央部の埴輪列の内側で検出した葺石による低い方

形の壇状遺構である。検出した部分は、北西コーナー部分の南北約 6m、 東西約3。7mにかけ

ての基底石と葺石である (基底石の大きさは約0,2m前後)。

南側及び東側部分に関しては、後世の削平により失われている。後円部に向かって基底石も

緩やかに傾斜していく。上部に関してもほとんどが削平を受けており、残存高は、約 0.2～

0。 3mのみである。また、この基底石の北側を中心とした周囲には、約10cm弱の小礫が礫敷

き状に約 lm幅で見られた。本来は基底石の四方に敷かれていたものと考えられる。これらの

基底石及び葺石の石種については、第4章の奥田尚氏による分析の結果を参照されたい。

本来の大きさ、高さは不明であるが、おそらく、南北約 7m、 東西約 5mの規模となると考

えられる。基底石北端と南端との比高差は、約0.8mあ った。高さは、基底石と葺石の角度か

ら現況から lm以上の高さはなく、低壇状のものであつたと考えられる。

出土遺物について : 基底石裾では、壇上から転落したと思われる布留式土器の甕の体部片

が出上している [写真 19]。 また、南側周辺では、二重口縁壺の口縁部が出上している。そ

の他には、少量ながら埴輪片や上師器片が出上している。これらの遺物は、原位置を保つもの

ではなかったものの、本来は壇上において使用されていた可能性が高い。

方形壇状遺構の下層 : 南北及び東西方向に約0.6m幅のトレンチで地表下 0。 7m～ 1.5m

付近まで調査を行つたが、埋葬施設等の存在を示す土層の変化は見られず、また下層中に埴輪

等の遺物を含む土層は確認できなかつた。

写真 16 前方部平坦面遠景 写真 17 方形壇状遺構検出状況 (その 2)

写真 18 方形壇状遺構調査風景 写真 19 方形壇状遺構土師器出土状況



2.後円部の調査概要
今回の調査では、後円部墳頂平坦面中央部を中心にして、一辺約 12m四方の調査区と北側

に2.5m× 3mの拡張区を設定した。調査面積は約 150� を測る [写真 20]。

後円部墳頂平坦面の西方には、調査以前から一辺約4.5m四方、幅 0。 3mの コンクリー ト基

礎の上面が露出しており、納屋等の建物が建てられていたようである [写真22・ 23]。 そし

て、前方部のような埴輪列は検出できず、流入土中にも埴輪片はわずかであつた。後円部墳頂

平坦面に関しては、かなりの削平・整地等が行われていた可能性が高い。

このコンクリー ト基礎の内側には、隅丸方形状の上菟 (「撹乱土坑 1」 と呼称 :写真24・

25)が掘られていた。この壁面の上層観察によって、朱の付着する小礫が北壁東隅の上部で

確認できた。さらに、地表下 0。 6m～ 0.7mに おいて墓獲のラインを検出しており、その範囲

は、南北約 1lm、 東西約 8mであった。心合寺山古墳の埋葬施設に関しては、長持形石棺片
の存在 [八尾市教育委員会 1996]か ら竪穴式石室を想定されていたが、今回の調査で、東
西方向に並ぶ 3基の粘土椰状の埋葬施設であることが明らか となつた。

1)後円部平坦面の状況  [写真 20～ 26]

撹乱の状況 : 平坦面の中央部西側のコンクリー ト基礎の建物 [写真22・ 23]は、昭和時

代以降に建てられ、納屋等に使用されていたものである。心合寺山古墳の墳丘が、畑地 として

使用されていた時期のものであろう。一辺4.5m、 基礎深 0。 5mで平坦面西側のかなりの範囲

を占めていた。その内側に掘られた隅丸方形状の上坑 [写真24・ 25]は 、一辺約2.5m、 深

さ約 1.9mの規模で、この建物に関連するものと考えられる。位置から考えて埋葬施設を破壊

していることが予想された。埴輪・土師器・瓦 。陶磁器 。ガラス製品等の破片が埋土から出土

しているが、埋葬施

設に関連するような

遺物 は確認で きな

かった。

さらに、江戸時代

頃に後円部にあった

とされる観音堂に関

連する遺構や古墳造

営後の墳丘の利用を

うかがえるような遺

構等 は検 出で きな

かった。

埋葬施設の確認面

までが非常に浅いこ

とから、本来の墳丘

面はかなりの削平・

撹乱を受けているこ

とが予想された。

写真20 心合寺山古墳を上空より望む (北から)
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墳頂平坦面の埴輪 : 後円部墳頂平坦面では、かなりの削平・撹乱が行われており、主体部

を囲む埴輪列等は検出できなかつた。また、平坦面の外周を囲む埴輪列も確認できなかつた。

さらに、円筒埴輪及び形象埴輪の出土量そのものが少なく、原位置を保つ埴輪も確認できな

かった。但し、平坦面北端の拡張区において、円筒埴輪 と家形埴輪の破片と礫の集積を検出し

ている [写真 26]。 おそらく、平坦面の整地時に集められたものと考えられる。

墳頂平坦面の埴輪の構成を知る上では、これらの資料を含めて少なくとも、円筒埴輪、朝顔

形埴輪以外に、家形埴輪、甲冑形埴輪、盾形 ?埴輪などの形象埴輸が出上しており、これらの

使用状況等が、想定できる。

写真22 墳頂にあつたコンクリート基礎 (北から)

写真23 墳頂にあったコンクリート基礎 (南から)

L

写真21 後円部調査風景 (その 1)

写真24 コンクリート基礎内調査風景

写真25 コンクリート基礎内土坑完掘状況 写真26 後円部埴輪集積出土状況



2)墓壌と埋葬施設  [第 4図・写真 27～ 37]
墓墳の検出面 : 後円部墳頂平坦面の本来の墳丘面は、前項でみたようにかなりの撹乱・削
平を受けており、埋葬施設の位置を示すような埴輪列による方形区画等の痕跡は検出できな

かつた。そのため、後円部墳頂平坦面の墳丘検出面が、今回の墓獲検出面となった。この墓墳

検出面は、現況地表面から地表下約 0。 6m～ 0,7mの 深さで確認できた [写真 28]。 さら
に、この検出面で一部撹乱等により埋葬施設の上面を確認している。

墓墳の規模 : 検出した墓療の規模は、南北約 1lm、 東西約 8mの隅丸方形状であった。
この長方形の掘り方のラインは、ほとんど撹乱を受けずに残っていた。墓疲に重複した切り合

い等は確認できず、おそらく一度の掘削により掘られたものと考えられる。但し、埋葬施設の

時期差や構築順序の検討が必要となろう。この墓墳検出面で、埋葬施設の上面の一部が確認で

きたため、本来の墓獲の掘 り込み面の高さ、その規模等については不明である。

また、墓墳南側中央では、墓墳に接するハの字状に開く平坦面 (「墓墳南側平坦面」と呼

称)を確認しており、この平坦面の性格については検討が必要であるが、前方部平坦面から後

円部墳頂平坦面につながる部分になると考えられる。

埋葬施設の撹乱状況 : 墓墳検出面で埋葬施設の一部が確認できたのは、後円部平坦面がか

なりの撹乱・削平を受けていたためである。そして、確認した 3基の埋葬施設のうち、特に中

央と西側については、大きく破壊されていた。中央の埋葬施設のほぼ中心部には、直径約 2m

墓壊南側平坦面

墓墳のライン

材

牛

Ｉ

Ｔ

第 4図  墓墳及び埋葬施設の位置 (1/125)
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大の上坑 (「撹乱土坑 2」 と呼称 :写真29。 30)があり、埋葬施設を南北に分断している。

特に埋葬施設の北側に向かって一部が撹乱されている。この埋土からは、土師皿、土師器の網

片に混じって、形状の不明な鉄製品の破片数点が出土している。この撹乱土坑 2の時期につい

ては、撹乱土坑 1よ りも古 く、中世以降のものであると考えられる。

そして、コンクリー ト基礎内にあった撹乱土坑 1は、ちょうど西側埋葬施設の中央部分を大

きく破壊 していた [写真 31]。 また、この撹乱土坑 1の南側には、撹乱土坑 1に先行する時

期と考えられる小土坑 (推定直径約0,8m)が あり、西側埋葬施設の南部分を破壊 している。

遺物等は確認できなかった。

写真27 後円部調査風景 (その 2) 写真28 検出した墓城の一部 (北東部分)

写真29 撹乱土坑 2と埋葬施設 (南西から) 写真30 撹乱土坑 2と埋葬施設 (北西から)

写真31 撹乱土坑 1の北壁の状況 (南西から) 写真32 北壁の小礫の集積
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撹乱土坑 1壁面の上層観察 : 撹乱土坑 1の壁面の上層観察により、墓城及び西側埋葬施設
の埋土の状況等が観察できた。北壁の東隅部では、約0。 35cm幅で、約 3～ 5cm大の小礫の

集中している部分が見られ、わずかながら赤色顔料が付着していた。さらにその両側には鉄品

の一部が確認できた [写真31・ 32]。 但し、この壁面に対応すると考えられる南壁では、小

土坑により撹乱されているものの北壁のような小礫群は確認できなかった。

さらに、この撹乱土坑 1の上層観察により、上面の埋葬施設に関連する以下の層は、それぞ

れ四方の壁面すべてに墳丘構築土 (盛土)が確認でき、さらに続いていくことがわかつた。こ

のことから、地表下0.7m前後で確認した 3基の埋葬施設の下層には、他の埋葬施設等が存在

しないと考えられる。

埋葬施設の位置 : 今回検出した墓渡内において、位置を確認できたのは、被覆粘上に覆わ

れた 3基の埋葬施設 (粘土椰)である [第 4図 及び 写真33～37 参照]。 その位置は、
検出した墓九内のほぼ中央にあり、南北方向を長軸辺に3基が平行して並んでいる (「中央

榔」 。「西榔」 。「東椰」と呼称)。 その長軸方向の傾きは、磁北よりもやや東に傾いてい

る。埋葬施設のそれぞれの距離は、ほぼ等間隔にあり、約0.5m離れている。これら位置関係

から、 3基の埋葬施設は計画的に配置されたことが考えられる。

後円部墳頂平坦面の中心点 : 仮に3基の埋葬施設のうち、中央部の粘土榔 (中央榔)を心

合寺山古墳の中心主体とすると、中央榔は、これまで想定していた墳頂平坦面の中心点よりも

やや東に位置していることになる。今回明らかになった中央榔の長軸辺を2等分した点が、後

円部墳頂平坦面の中心点になる可能性がある。今後、墳頂平坦面の規模等の復元を含めて検討

が必要となろう。

写真33 3基の埋葬施設 (南から)
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写真34 墓獲と埋葬施設 (南から) 写真35 墓獲と埋葬施設 (北部分・西から)

写真36 中央椰と西椰の北半分 (南から) 写真37 3基の埋葬施設の南部分 (西から)

埋葬施設の構造 : 埋葬施設の位置が確認できた 3基の粘土榔 (中央郡・西椰 。東椰)は、

あくまで上面での状態 。規模等が明らかになったのみで、それぞれの詳しい内容については明

らかではない。そのため、これらの主体部 (粘土床・棺)の構造、性格、それぞれの時期等に

ついては不明である [写真 36・ 37]

しかし、埋葬施設が従来考えられていた竪穴式石室ではなく、粘土榔であることが明らかに

なった。それぞれ 3基の粘土榔の概要について、述べていくことにしよう。

中央椰) 長さ約7.5m、 検出最大幅 1.3mを 測る。おそらく、本墳の中心主体になる可能
性が高い。椰中央部を撹乱土坑 2に より破壊されており、椰内北側が一部撹乱を

受けていた。榔内の内容については不明である。被覆粘土は、砂が多 く混じる。

また、榔中央西外側には短剣 (槍 ?)が 1本置かれていた。

西椰)  長さ約7.3m、 検出最大幅 1.4mを測る。椰中央部を撹乱土坑 1に より大きく破
壊されている。被覆粘土は、多 く砂が混じり、一部被覆粘土が撹乱されていた。

撹乱土坑 1の壁面の上層断面の観察により、礫床である可能性が高いが、詳 しい

ことは明らかでない。

東椰)  粘土椰の南側の一部を確認したのみで、規模等は不明である。推定長約 5m、 検
出最大幅約 lmを測る。 3基の粘土郡のうちでは、やや小型のものになると考え

られる。被覆粘上が大きく落ち込んでいるようである。
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第 3章 埴輪列と方形壇状遺構について

前方部墳頂平坦面で検出した方形壇状遺構については、全国的にも希有な例であった。その

性格・意味等についての検討が必要となろう。そこで、これまで明らかになった点をもとに、

若干の検討を行いたいと思う。

1)墳丘主軸の設定  [第 5図 ]
今回の調査で検出した前方部平坦面端部の南北埴輪列外側には、大型円筒埴輪が約4.5mお

きに配置されていたことが明らかになった。これは、平坦面南端の東西埴輪列の外側で検出さ

れた特殊基部 [八尾市教育委員会 1996]と もほぼ同じ間隔であつた。規格性を持つて、埴輪

が配置されていたことわかる。

この平坦面南端の東西埴輪列外側に配置

された 2基の特殊基部の間のを 2等分 した

地点を仮に「前方部頂部中央点 (A)」 と

する。そして、後円部墳頂で確認 した中央

榔の中心点を 「後円部墳頂申心点 (B)」

とする。

この前方部の (A)と 後円部の (B)を

結んだラインは、ほぼ南北の国土座標軸に

も平行しており、心合寺山古墳の墳丘主軸

に想定することができよう。

2)埴輪列の復元
そして、南北埴輪列をこの墳丘主軸ライ

ンで反転させて、東側の埴輪列を復元する

と左図 [第 5図]の ような位置に埴輪列に

よる台形状区画になる。

さらに、この復元案では、埴輪列の延長

が後円部の 「墓獲南側平坦面」につながる

ことから、前方部墳頂平坦面から後円部墳

頂へと両端に円筒埴輪が並べられた平坦面

が続いていく様子が復元できる。

3)方形壇状遺構の位置
方形壇状遺構は、低壇状の施設であるこ

とは間違いないが、後世の削平が激 しく、

北・西側の基底石と葺石の一部のみの検出

であつた。その高さや上部の構造について

は、全 く不明である。

前方部墳頂平坦面で検出した方形壇状遺

構の位置は、想定した墳丘主軸ラインが方

形壇状遺構北側の東西基底石 (検 出長約

墓壌のライン

1/堰整&碧 (ラ イン)

※は墳丘主軸の

想定ライン

0は大型円筒埴輪の

位置

○は推定位置

第 5図  墳丘主軸と埴輪列の復元 (1/500)
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3.7m・ 復元長約 5m)の 中央を通ることから、前方部平坦面のほぼ中央部に位置しているこ
とがわかった。

そして、方形壇状遺構の南側については、削平が激しいため、南北長を約 7mと 考えると、

東西埴輪列から約 3mの距離にあることになる。
このように方形壇状遺構は、前方部墳頂平坦面の位置関係から考えると、前方部から後円部

に向かって並べられた埴輪列に囲まれた墳頂平坦面の南端ほぼ中央部に位置していることにな

る。前方部墳頂南端の方形壇状遺構から、前方部平坦面を通り、後円部墳頂平坦面へと続いて

いく様子が想定できよう。

4)方形壇状遺構の類例
前方部にこのような方形壇状の遺構を確認した例は、ほとんどなく、管見したところでは、

青塚古墳 (愛知県犬山市)[平松 1998]が発掘調査例としてあげられる。全長 123mの前
方後円墳で、前方部頂部の方形壇状遺構の規模は、横約 9m、 縦約 7mで、基底石裾部には埴
輪列を持つものであつた。また、鍬形石製品が出上している。遺構下層の埋葬施設の有無につ

いては、不明である。

そして、調査例ではないものの、前期の前方後円墳では、西殿塚古墳 (余田陵 :奈良県天理

市)の前方部の方形壇があげられる。中期の前方後円墳では、誉田御廟山古墳 (応神陵 :大阪

府藤井寺市)、 百舌鳥ミサンザイ古墳 (履中陵 :大阪府堺市,但 し円形壇の可能性がある)等
の大型前方後円墳の前方部にその墳丘測量図からその存在が想定できる。

また、やや事例は異なるが、双方中円墳である櫛山古墳 (奈良県天理市)では、東側の短い

方形部に白礫による東西 3。 4m、 南北 5m以上の方形区画が存在し、土師器の他に石製腕飾
類・土製品 。鉄鏃等が出上している。

調査例については、その類例が少なく、比較検討するには今後の資料の増加を待ちたい。

5)方形壇状遺構の性格について

方形壇状遺構は、その位置関係や出上した土器 (布留式上器 。二重口縁壷)や埴輪から、
「,い合寺」や後世の遺構 とは考えにくく、古墳本来の遺構であると考えられる。そして、今回

の調査では、方形壇状遺構の下層に埋葬施設の存在は確認できなかった。

これらのことから、方形壇状遺構 (方形壇)が墳丘平坦面における何らかの祭祀の場所とし

て存在していたと考えられる。心合寺山古墳においては、これまでの調査で墳丘 くびれ部や墳

丘周辺に「造り出し」等の施設が確認できなかったことから、前方部墳頂平坦面の方形壇状遺

構がその役割を果たしていたものとは考えられないだろうか。前方後円墳における本来の前方

部の果たした役割を考える上で、重要な問題 となろう。

この意味では、古墳時代中期の心合寺山古墳は、造り出しの成立過程の過渡期にあたるもの

と思われる。今後、造り出しの有無を合めて、方形壇状遺構が、古墳時代前期からの伝統的な

流れの中に存在したものか、もしくは造り出しの設置が墳丘外に困難であつたという立地上の

問題かは、検討が必要であろう。

下層の埋葬施設の有無を合めて、方形壇状遺構における祭祀の内容 (性格)の解明や方形壇

状遺構の上部構造・規模の復元など、方形壇状遺構に対する課題は多くあるが、今後の調査で

明らかにしていきたいと思う。
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第 4章 「Jい合寺山古墳の葺石の石種とその採石地」
奥田 尚

心合寺山古墳の前方部上段に造られた方形壇に使用されている石材を裸限で観察した。残存

している葺石は,西北部の基礎部のみであるj使用されている石材の石種はペグマタイト,粗

粒黒雲母花闘岩,中粒黒雲母花向岩,細粒黒雲母花闘岩,黒雲母閃緑岩,斑糖岩,片麻状中粒

黒雲母花闘岩,片麻状細粒黒雲母花聞岩,鉱物種は石英である。各石種,鉱物種の特徴につい

て述べる。

石種・鉱物種の特徴

ペグマタイト: 色は灰白色で,粒形が角である。石英,長石,黒雲母が噛み合っている。

石英は無色透明,粒径が2～ 10mm,量が僅かである。長石は灰白色,粒径が5～ 10mm,
量が中である。黒雲母は黒色,板状で,粒径が5～ 10mm,量 がごくごく僅かである。
粗粒黒雲母花筒岩 : 色は灰白色で,粒形が亜角である。石英,長石;黒雲母が噛み合って

いる。石英は茶灰色透明,粒径が3～ 15mm,量 が中である。長石は灰白色,粒径が2～
13mm,量 が多い。黒雲母は黒色,板状で,粒径が 1～ 3mm,量 がごく僅かである。
中粒黒雲母花闘岩 : 色は褐色で,粒形が角である。石英,長石,黒雲母が噛み合ってい

る。石英は無色透明,粒径が 1～ 2mm,量 が中である。長石は灰色,粒径が 1～ 3mm,量
が多い。黒雲母は黒色,板状で,粒径が 0。 5～ lmm,量 が僅かである。
細粒黒雲母花自岩 : 色は灰白色で,粒形が亜角である。石英,長石,黒雲母が噛み合つて

いる。石英は無色透明,粒径が0.5mm,量 が僅かである。長石は灰白色,粒径が0.5～
lmm,量 が多い。黒雲母は黒色,板状で,粒径が0.5mm,量が多い。
黒雲母閃緑岩 : 色は暗灰色で,粒形が亜角である。灰緑色で細粒の変輝緑岩のレンズがあ

る。長径が最大6cmに及ぶ。長石,黒雲母,角閃石が噛み合っている。長石は茶灰色,粒径

が2～ 5mm,量 が多い。黒雲母は黒色,粒状で,粒径が2～ 5mm,量 が多い。角閃石は黒
色,柱状で,粒径が 1～ 5mm,量 が僅かである。
斑糖岩 : 色は灰緑色で,粒形が亜角である。長石,角閃石,輝石が噛み合っている。長石

は灰白色,粒径が3～ 6mm,量 が多い。角閃石は黒色,粒径が2～ 7mm,量 が中である。
輝石は暗緑色,粒径が2～ 6mm,量 が僅かである。
片麻状中粒黒雲母花闘岩 : 色は灰白色で,粒形が亜角である。顕著な片麻状をなし,黒雲

母が片麻状の方向に面をなして延びる。石英,長石,黒雲母が噛み合つている。石英は無色透

明,粒径が 1～ 3mm,量 が多い。長石は灰白色,粒径が 1～ 5mm,量 が多い。黒雲母は黒
色,板状で,粒径が0.5mm,量が僅かである。
片麻状細粒黒雲母花闇岩 : 色は灰白色で,粒形が亜角である。顕著な片麻状をなし,黒雲

母が片麻状の方向に面をなして延びる。石英,長石,黒雲母が噛み合つている。石英は無色透

明,粒径が 1～ 2mm,量 が中である。長石は灰白色,粒径が 1～ 2mm,量 が非常に多い。
黒雲母は黒色,板状で,粒径が0.5mm,量が僅かである。
石英 : 色は灰白色,粒形が角である。
石材の使用傾向

使用されている石材の長径を10cmご とに区切ってみれば,10～ 19cm大のものが約半数
を占める。長径が20cm以上のものは340個中の50個で,約 1割 5分である。石種別にみれ
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ば,中粒黒雲母花闘岩が約半分を占め,片麻状中粒黒雲母花闘岩が 1割 5分,片麻状細粒黒雲

母花筒岩や中粒黒雲母花闘岩が約 1割を占める。ペグマタイト,細粒黒雲母花闘岩,石英はご

くごく僅かである。

採石地について

心合寺山古墳の西方には大和川が北に流れており,東側には生駒山地が位置する。葺石に使

用されている石材は,礫形と表面様子から川原石と言うよりも,谷川に見られる礫の様相を呈

することから,生駒山系から流出する礫種の分布について述べる。生駒山から恩智山にかけて

の岩石分布をみれば,生駒山から暗峠にかけての尾根部には斑橋岩の岩体がある。岩体の周囲

を取 り巻 くように東大阪市縄手付近から八尾市大窪にかけて弱片麻状黒雲母花自岩が分布す

る。高安山から恩智山にかけては顕著な片麻状を示す細粒黒雲母花闘岩が分布する。南方にな

ると斑晶が顕者な片麻状黒雲母花闘岩となる。このような岩石分布の中に恩智神社の東方や一

元の宮付近に閃緑岩の岩体が,楽音寺付近に斑権岩の岩体が分布する。岩石分布の影響から,

大窪付近の谷では黒雲母が多い閃緑岩や縞状をなす片麻状黒雲母花筒岩,弱片麻状黒雲母花闘

岩の礫が見られる。楽音寺付近では斑糖岩や弱片麻状黒雲母花闘岩,変輝緑岩の礫が見られ

る。礫種の岩相と比較してみれば,片麻状細粒黒雲母花南岩や片麻状中粒黒雲母花闘岩は高安

山付近に分布する片麻状黒雲母花開岩の岩相の一部に酷似する。礫は大窪の南よりの付近でも

みられる。黒雲母閃緑岩は岩相的に一元の宮付近の閃緑岩の岩相に似ている。大窪の谷にもこ

の礫が見られる。斑糖岩は楽音寺付近の斑糖岩の岩相の一部に似ている。粗粒黒雲母花闘岩や

中粒黒雲母花向岩,細粒黒雲母花闘岩は岩相的に暗峠から高安山にかけて分布する弱片麻状黒

雲母花闘岩の岩相の一部に酷似する。同質の礫は神立から水越にかけての山麓で見られる。

以上のことから,葺石の石材は当古墳東方の楽音寺から大窪にかけての付近の山麓の石を採

石したと推定される。

[第 1表  石材の石種 と粒径 ]
(個 )

石 種 Cm 5～ 9 10～ 19 20-29 30-39 50-59 合   計

ベ グマタイ ト 4

粗粒黒雲母花商岩 1

中粒黒雲母花商岩
企
９ 165

細粒黒雲母花商岩 2 4

黒雲母閃緑岩

斑柄岩

片麻状中粒黒雲母花筒岩 11

片麻状細粒黒雲母花商岩 1 1
れ
，

石 英 1 1

△
計 128 162 1 340
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第 6図  方形壇状遺構の石種 (1/50)



第 5章 小 結

今回の第 6次発掘調査の概要についてまとめると、

[前方部]1.墳 頂平坦面には、平坦面端に沿って円筒埴輪が現位置を保って出上し、おそ
らく、埴輪列が前方部平坦面から後円部墳頂に向かって続いていたものと思

われる。その外側には、円筒埴輪の上に載せ られた蓋形埴輪が一定の間隔を

おいて置かれていた。心合寺山古墳の前方部平担面の埴輪配列を復元する上

で貴重な資料が得 られた。

2.埴輪列の内側の中央部には、方形壇状遺構 (復元長 :東西約 5m。 南北約 7
m)を検出した。上師器 。埴輪等が出上してお り、何 らかの祭祀を行 う場所
として、使用されていた可能性が高い。

[後円部]1.後 円部墳頂部は、後世の撹乱が激しく、埴輪列は確認できなかったものの、
家形埴輪や甲冑形埴輪等の使用状況が想定できた。

2.埋葬施設の構造が、従来考えられていた堅穴式石室 。長持形石棺ではなく、
墓渡 (南北約 1lm。 東西約 8m)内 に東西に並んだ 3基の粘土榔であること
が明らかになった。

以上のような調査成果が得 られた。さらに、出上した埴輪・遺物の分析など、整理作業の過

程で新たな知見を得ることができると思われる。今後の発掘調査では、心合寺山古墳の史跡整

備に向けた古墳の内容の解明につながるよう引き続き、心合寺山古墳の墳丘復元や年代観等を

含めて、今回確認した方形壇状遺構の性格の位置づけや埋葬施設の詳 しい内容等を明らかにし

てい く必要があろう。
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方死犯動爛団蒔を検出した

後F措脱こおいては、魏 拠

雰報島形剪』置を線 した
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